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米大統領選挙

2017年1月24日 トランプ大統領が

パイプライン建設を推進する大統領令に署名

トランプ氏、パイプライン建設推進へ大統領令に署名 

2017年1月27日 

 トランプ大統領はオバマ政権の環境政策を覆し、2つの原油パイプラインの建設を推進する大統領令に署名。 

 キーストーンXLはカナダ産原油をメキシコ湾岸へ輸送するパイプライン。今後は国務省の審査を経て、建設開始へ。 

 大手MLPが主導するダコタ・アクセス・パイプラインは、今後の連邦機関の承認手続きが進めば、早期の完成が可能に。 

 トランプ政権のエネルギー政策を追い風に、MLP市場に対する投資家の再評価が進むことが期待される。 

トランプ大統領はパイプラインの建設推進を承認 

 トランプ大統領は1月24日、環境問題を背景にオバマ政

権が建設許可を保留してきたキーストーンXLパイプライン

とダコタ・アクセス・パイプラインの建設を推進する大統領

令に署名しました（図1）。 

 カナダのトランス・カナダ社が進めるキーストーンXLパイ

プラインは、カナダ産原油を製油所が集積するテキサス

州メキシコ湾岸へ輸送する計画です。トランス・カナダ社は

大統領令を受けて、1月26日に同パイプラインの建設再

申請を行っており、今後、国務省による審査を経て、パイ

プラインの建設が開始されるとみられます。 

（出所）各種資料よりレッグ・メイソン・アセット・マネジメント作成 
（注）ETP＝Energy Transfer Partners LP （中流MLP） 
   SXL＝Sunoco Logistics Partners LP （中流MLP） 
      EEP＝Enbridge Energy Partners LP （中流MLP） 
   MPC社＝Marathon Petroleum社 （石油精製企業） 

図1：トランプ大統領が承認した原油パイプライン計画 

トランプ政権のエネルギー政策がMLPの追い風に 

 2016年11月8日の米大統領選挙以降、トランプ政権の

エネルギー政策が追い風となり、MLPは米国株（S&P500

指数）をアウトパフォームする傾向が続いています（図2）。 

 今回、原油パイプライン建設を推進する大統領令という

形で、トランプ大統領のエネルギー産業への規制緩和策

が実行に移されたことにより、今後、MLP市場に対する投

資家の再評価が進むことが期待されます。 

図2：米大統領選挙後のMLPと米国株の推移 

（出所）ブルームバーグ （期間）2016年7月1日～2017年1月26日 
（注）いずれの指数も配当を含まない価格指数。 

大手MLPが主導するダコタ・アクセス・パイプライン 

 ダコタ・アクセス・パイプラインはノースダコタ州バッケン産

のシェール・オイルをイリノイ州パトカを経由して、メキシコ

湾岸へ輸送する計画です。ダコタ・アクセス・パイプライン

は、大手MLPのエナジー・トランスファー・パートナーズやス

ノコ・ロジスティクス・パートナーズが主導するプロジェクトで、

既に全ルートの90％は建設工事が完成しています。 

 大統領令を受けて連邦機関の承認手続きが迅速になさ

れれば、ノースダコタ州オアヘ湖の地下を通す残り約

300mのパイプライン建設は早期の完成が可能とみられま

す。パイプラインが稼働すれば、権益を持つMLPにとって

手数料収入増による業績押し上げ効果が見込まれます。 

【キーストーンXLパイプライン】

●総距離：2,700km

●原油輸送容量：日量83万バレル

●パイプライン権益

TransCanada社（100％）

●総工費：約80億米ドル

【ダコタ・アクセス・パイプライン】

●総距離：1,875km

●原油輸送容量：

日量47～57万バレル

●パイプライン権益

ETP/SXL（38.25％）

EEP/MPC社（36.75％）

Phillips 66社（25.00％）

●総工費：約38億米ドル

●全ルートの90％は既に完成済
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